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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年12月15日(2011.12.15)

【公表番号】特表2011-502207(P2011-502207A)
【公表日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-003
【出願番号】特願2010-532270(P2010-532270)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 101/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/34     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/38     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/24     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/06     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   5/04    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 101/02    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 107/34    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 105/38    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 107/24    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 105/06    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 105/04    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 107/02    　　　　
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｅ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｈ
   Ｆ２５Ｂ  39/02    　　　Ｍ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｂ
   Ｃ１０Ｎ  40:30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月25日(2011.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
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【表６】

　多くの組成物は、より低い吐出圧力および温度を維持しながらＲ２２、Ｒ４０７Ｃまた
はＲ４１０Ａと比べて同様なエネルギー効率（ＣＯＰ）を有する。表６にリストされる組
成物の幾つかについての冷凍能力もまた、Ｒ２２、Ｒ４０７ＣまたはＲ４１０Ａと同様で
あり、これらの組成物がエアコンおよび冷却装置システムでＲ２２、Ｒ４１０ＡまたはＲ
４０７Ｃの代替冷媒であり得ることが示唆される。さらに、組成物の幾つかは低い平均グ
ライドを有し、従ってフラデッドエバポレーター型冷却装置での使用を可能にする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
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　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．ヨードトリフルオロメタン、ジフルオロメタン、ならびにペンタン、ブタン、イソブ
タン、プロピレン、シクロプロピレンおよびプロパンからなる群から選択される少なくと
も１つの炭化水素を含む組成物。
２．炭化水素がプロパンを含み、そしてここで組成物がペンタフルオロエタンをさらに含
む、上記１に記載の組成物。
３．ヨードトリフルオロメタンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ヨードトリフルオロメタン、１，１，１，２－テトラフルオロエタンおよびジフルオロ
メタン；
　ヨードトリフルオロメタンおよびペンタフルオロエタン；ならびに
　ヨードトリフルオロメタン、ジフルオロメタン；ペンタフルオロエタンおよび１，１，
１，２－テトラフルオロエタン
から本質的になる組成物。
４．約０．０１～約６７．２５質量％のジフルオロメタンおよび約３２．７５～約９９．
９９質量％のヨードトリフルオロメタンから本質的になる組成物。
５．３５％のヨードトリフルオロメタン、５５％のジフルオロメタン、５％のペンタフル
オロエタンおよび５％のプロパン；または
　３５％のヨードトリフルオロメタン、６０％のジフルオロメタン、２．５％のペンタフ
ルオロエタンおよび２．５％のプロパン
を含む、上記２に記載の組成物。
６．３０～５０質量パーセントのヨードトリフルオロメタンおよび５０～７０質量パーセ
ントの１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　５～３５質量パーセントのヨードトリフルオロメタン、５～４０質量パーセントの１，
１，１，２－テトラフルオロエタンおよび３３～７０質量パーセントのジフルオロメタン
；または
　２５～５０質量パーセントのヨードトリフルオロメタン、４０～６０質量パーセントの
ジフルオロメタン、０～５０質量パーセントのペンタフルオロエタンおよび５～５０質量
パーセントの１，１，１，２－テトラフルオロエタン
から本質的になる、上記３に記載の組成物。
７．ポリアルキレングリコール、ポリオールエステル、ポリビニルエーテル、鉱油、アル
キルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、またはポリ（アルファ）オレフィンから
なる群から選択される潤滑油をさらに含む、上記１、３または４のいずれかに記載の組成
物。
８．相溶化剤、ＵＶ染料、可溶化剤、トレーサー、安定剤、パーフルオロポリエーテルお
よび官能化パーフルオロポリエーテルからなる群から選択された少なくとも１つの添加剤
をさらに含む、上記１、３または４のいずれかに記載の組成物。
９．冷媒である、上記１、３または４のいずれかに記載の組成物をエバポレーターで蒸発
させて蒸気冷媒を形成する工程と、蒸気冷媒を凝縮させて液体冷媒を形成する工程と、液
体冷媒をエバポレーターに戻す工程とを含む、冷却を生じさせる方法。
１０．冷媒蒸気を、凝縮させる前に圧縮する工程をさらに含む、上記９に記載の方法。
１１．冷却を固定式エアコンまたは固定式冷凍システムで生じさせる、上記９に記載の方
法。
１２．第１の冷却媒体を、エバポレーターの入口に通し、エバポレーターのコイルを通し
てエバポレーターの出口に循環させ、それによって第１の冷却媒体がエバポレーターの入
口から出口に通過するときに第１の冷却媒体の温度を下げる工程と、その第１の冷却媒体
を冷却しようとする本体に通し、それによって冷却を生じさせる工程とをさらに含む、上
記９に記載の方法。
１３．冷却をフラデッドエバポレーター冷却装置で生じさせる、上記９に記載の方法。
１４．冷媒組成物を蒸発させる工程が、冷却組成物を、エバポレーターの入口を通し、エ
バポレーターのコイルを通し、エバポレーターの出口を通して循環させ、それによってエ
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バポレーター内にある第１の液体冷却媒体の温度を下げる工程と、その第１の冷却媒体を
エバポレーターから冷却しようとする本体に通し、それによって冷却を生じさせる工程と
を含む、上記９に記載の方法。
１５．冷却を直接膨張式冷却装置で生じさせる、上記１４に記載の方法。
１６．フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置または固定式エアコンシ
ステムもしくは固定式冷凍システムでＲ２２、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、Ｒ４０４Ａま
たはＲ５０７Ａを置き換える方法であって、冷媒を含む、上記１、３または４のいずれか
に記載の組成物を、上記フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置または
固定式エアコンもしくは冷凍システムに供する工程を含む方法。
１７．冷媒組成物を、Ｒ２２、Ｒ４０４Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１０ＡまたはＲ５０７Ａの
代わりに固定式エアコンシステムまたは固定式冷凍システムに供する、上記１６に記載の
方法。
１８．冷媒組成物を、Ｒ２２、Ｒ４０７ＣまたはＲ４１０Ａの代わりにフラデッドエバポ
レーター冷却装置または直接膨張式冷却装置に供する、上記１６に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヨードトリフルオロメタン、ジフルオロメタン、ならびにペンタン、ブタン、イソブタ
ン、プロピレン、シクロプロピレンおよびプロパンからなる群から選択される少なくとも
１つの炭化水素を含む組成物。
【請求項２】
　ヨードトリフルオロメタンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ヨードトリフルオロメタン、１，１，１，２－テトラフルオロエタンおよびジフルオロ
メタン；
　ヨードトリフルオロメタンおよびペンタフルオロエタン；ならびに
　ヨードトリフルオロメタン、ジフルオロメタン；ペンタフルオロエタンおよび１，１，
１，２－テトラフルオロエタン
から本質的になる組成物。
【請求項３】
　約０.０１～約６７.２５質量％のジフルオロメタンおよび約３２.７５～約９９.９９質
量％のヨードトリフルオロメタンから本質的になる組成物。
【請求項４】
　冷媒である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物をエバポレーターで蒸発させ
て蒸気冷媒を形成する工程と、蒸気冷媒を凝縮させて液体冷媒を形成する工程と、液体冷
媒をエバポレーターに戻す工程とを含む、冷却を生じさせる方法。
【請求項５】
　フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置または固定式エアコンシステ
ムもしくは固定式冷凍システムでＲ２２、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ－４１０Ａ、Ｒ４０４Ａまたは
Ｒ５０７Ａを置き換える方法であって、冷媒を含む、請求項１、３または４のいずれか一
項に記載の組成物を、上記フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置また
は固定式エアコンもしくは冷凍システムに供する工程を含む方法。
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